






18（小学校） 

（（７７））単元を通じての成果と課題単元を通じての成果と課題        

○対象児童は、単元テスト（市販の標準テスト）の読み取りで、支援なしでも予想より高得点で

あった。この結果につながった要因として次のことが考えられる。 

・語句調べでは、独特の言い回しや、難しい言葉の説明を個別に行ったこと。【ポイント１】 

・音読の際には、指読みを徹底させ、自分が読んでいるところと、教科書の文章を正確に一致 

させたことと１時間の授業の中に音読を何度も取り入れたこと。 

 ・今までの取り出し授業の中で短文を読ませて、「いつ、どこで、だれが、どうしたか」を 

  確認する授業を続けてきたこと。漢字は、当該学年より半年遅れぐらいの進度で、漢字学習 

  ノートで一日一文字のペースで進めてきた。【ポイント２】 

●気持ちを表現する言葉の獲得が十分でないことから、授業で発言して活躍することは難しかっ

た。今後、取り出し授業の中で、気持ちを表す言葉についての学習を進める。【ポイント２】 

【ワンポイントアドバイス】 

【ポイント１】視覚支援の効果的な指導例について 

視覚支援として、「はりきりあみ」の絵や「びく」の写真なども入れるとよいです。また、語句

調べの時だけでなく、毎時間同じ写真や絵を用意し、必要なときに「文章」と「イメージ（その情

景を想像できたとき）」に合わせて繰り返しタイミングよく見せることで、「語句」として、新し

い言葉を効果的に覚えさせることができます。日本人と違い、対象児童にとって新しい語句は、「音

（カタカナの響きのようなもの）」でしかないので、語句の定着には効果的な指導のタイミングが

必要です。 

【ポイント２】取り出し授業との連携、漢字練習について 

取り出し授業が可能であれば、事前に気持ちを表す言葉を個別に教え、この授業で発表できるよ

うにする必要があります。全ての授業に必要な語彙の確認は不可能ですが、日本語の目標に「○○

○という言葉から、○○○○な気持ちがわかる。」と設定してあるので、その児童の目標達成に必

要な日本語力を確認し、授業を構成することが大切です。また、漢字練習では、今、授業で扱って

いる文章に合わせて行った方が、少しでも授業を理解することができ、対象児童のモチベーション

が上がります（情意支援）。 

 


